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第１章 実施事業の概要 
 
1.1 対象地域 
愛知県地域 

 
1.2 実施体制 
 
(1) 連携主体 

連携した主体は以下のとおりである。 
建築総合展： 
社団法人愛知建築士会、中部経済新聞社 
省エネ住宅普及推進検討委員会： 
（社）日本建築学会東海支部、（社）日本建材・住宅設備産業協会、中部住宅保証（株）、

ランドマーク（株）、名古屋大学大学院環境学研究科 
 
(2) 業務実施体制 

 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人環境創造研究センター 
（愛知県地球温暖化防止活動推進センタ

省エネ住宅普及推進検討委員会 
・（社）日本建築学会東海支部 
・（社）日本建材・住宅設備産業協会 
・中部住宅保証（株） 
・ランドマーク（株） 
・名古屋大学大学院環境学研究科 

建築総合展における連携 
社団法人愛知建築士会 
中部経済新聞社 

事業の展開 
省エネ住宅モデルの作成、建築総合展出展、

シンポジウム開催 

省エネ住宅普及推進協議会の組織化 



 2 

1.3 実施項目と業務内容 
 
1.3.1 業務概要 
太陽光発電やエコキュート、ペアガラスなどの省エネ住宅設備を導入する技術情報は、

工務店やハウスメーカーなど住宅供給側から消費者に対して提供されることがほとんどで

ある。また、現状の省エネ住宅の性能については、消費者にわかりやすいものとなってい

るとは言い難い。したがって、省エネ住宅の普及のためには消費者が理解しやすい省エネ

住宅情報の整備とともに、住宅供給者への省エネ住宅販売の啓発が必要となる（図１参照）。 
本業務は消費者が理解しやすい省エネ住宅情報のツールの枠組を検討するとともに、愛

知県内において省エネ住宅の適切な情報の発信もとである工務店やハウスメーカーなど住

宅供給者を対象に、省エネ住宅情報に基づいたリーフレットや展示会の開催により普及啓

発を行なう。またその際のアンケート結果等に基づくフィードバックとして、後日シンポ

ジウム開催による省エネ住宅普及啓発協議会の組織化への誘導を行なう。 
 

1.3.2 業務の目的 
省エネ住宅の普及啓発のため、消費者が理解しやすい省エネ住宅情報の枠組として省エ

ネ住宅指数（案）を検討するとともに、省エネ住宅リーフレットの作成や建築総合展への

出展により、消費者へ直接情報発信を行なう住宅供給者（工務店、ハウスメーカーなど）

に対する啓発を図り、を誘導することを目的とする。 
 
1.3.3 業務内容 
(1) 省エネアイテムの調査と省エネ住宅モデルの作成 

一般的な住宅をモデルとして、設置が考えられる省エネアイテムを調査・抽出するとと

もに、住宅としての省エネ性能を評価できる省エネ住宅モデルを作成する。それをもとに

して省エネ住宅情報の枠組として省エネ住宅指数(案)の検討を行う。省エネ指数(案)は一般
ユーザーがわかりやすいよう、星の数で表すなど表現を工夫する。 
(2) 省エネ住宅普及推進検討委員会の開催 

専門家による検討委員会を設置し、省エネモデルや省エネ住宅指数(案)等についての助言
を受けるとともに、省エネ住宅普及推進のありかたについて検討する（2回開催、委員 5人、
下表参照）。また検討委員会の委員を中核として業界関係者に呼びかけ、省エネ住宅の普及

推進を目的とした「省エネ住宅普及推進協議会」を組織する。 
分 野 団体名・社名 お名前 

顧問：学識経験者 名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 奥宮 正哉 

建 築 社団法人 日本建築学会東海支部 常議員幹事 井戸田 秀樹  

設備・建材 社団法人 日本建材・住宅設備産業協会 小南 和也 様 

性能評価機関 中部住宅保証株式会社 代表取締役 荒金 謙一  

技術サポート ランドマーク株式会社 代表取締役 堀 敏男 

地球温暖化防止活動 愛知県地球温暖化防止活動推進センター 事務局長 児玉 剛則 
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(3) 省エネ住宅普及啓発リーフレットの作成 

検討した省エネ情報の枠組である省エネ住宅指数（案）を中心に、地球温暖化問題、省

エネの暮らし等を盛り込んだ普及啓発用リーフレットを作成し、建築総合展にて配布する

（5,000部）。 
(4) 省エネ住宅模型の制作 

省エネ効果を電光掲示する省エネ住宅模型を作成し、建築総合展に出展する。省エネ設

備の表示板を操作するとそれに合わせて電光表示が環境性能を表示する立体的な普及啓発

機材とする（図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 省エネ住宅模型のイメージ 

エコキュート 

太陽光発電 

ペアガラス 

アイテムの例 
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(5) 第 35回建築総合展 NAGOYA2005出展 

第 35回建築総合展NAGOYA 2005 に住宅供給者（工務店、ハウスメーカー、建築士
など）を対象とした建築総合展の全体テーマとして「地球に優しい省エネ住宅」（主催者に

よる告知、広報、展示を含む）を設定するとともに、愛知県地球温暖化防止活動推進セン

ターによる展示場センターゾーンへの省エネ住宅ブース出展・セミナー開催を行う。 
・展示 

省エネ住宅模型、映像上映、パネル展示、など 
・セミナー 

展示場セミナースペース（50名）で 1時間の普及啓発セミナーを開催 
講師は検討委員の堀敏男氏を想定 

(6) アンケートによるフィードバック調査 

建築総合展の来場者にアンケートを行い（サンプル数 1,000件）、省エネ住宅情報提供の
課題、出展内容に対する感想、省エネ設備への意見などについて調査を行う。 
(7) 省エネ住宅普及推進シンポジウムの開催 

アンケートフィードバック調査も踏まえ、省エネ住宅普及推進のためのシンポジウム（名

古屋市内 100人規模）を平成 18年１月ごろ開催する。対象は住宅供給者の業界を中心とし、
省エネ住宅普及推進の重要性について啓発を行う。講師は検討委員から堀敏男氏及び奥宮

正哉氏を想定する。 
またシンポジウムでは省エネ住宅普及推進検討委員会委員からの呼びかけにより組織化

する省エネ住宅普及推進協議会のキックオフ大会を同時に行なう。 
なおシンポジウム開催に先だって案内チラシ(1,000 枚)を作成し、業界団体を通じて住宅
供給者に配布する。 
(8) 報告書の作成 

業務の成果を報告書として 50 部作成する（150 ㌻程度）。報告書は愛知県及び本業務の
関係者に配布する。 
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第２章 実施報告 
 
2.1 省エネアイテムの調査と省エネ住宅モデルの作成 
一般的な住宅をモデルとして、設置が考えられる省エネアイテムを調査・抽出するとと

もに、住宅としての省エネ性能を評価できる省エネ住宅モデルを作成した。それをもとに

して省エネ住宅情報の枠組として省エネ住宅指数(案)の検討を行った。省エネ指数(案)は一
般ユーザーがわかりやすいよう、星の数で表すなど表現を工夫した。 
 
 
《設定数値算定モデル》 
●生活スタイル 
 

世帯数：5人 
在宅状況（平日昼間）：3.5日／週 
入浴回数：夏場 3.5回／週・冬場 7回／週 
調理回数：2回／日 

●冷暖房 
 

範囲：24時間家全体空調 
冷房設定温度：26℃（省エネモデル 28℃） 
暖房設定温度：22℃（省エネモデル 20℃） 
主な暖房：石油ファンヒーター 

●設備等 
 

住宅タイプ：一戸建 
住宅間取りタイプ：4LDK 
住宅断熱度合：普通（一般） 
主な給湯器：都市ガス湯沸器 
コンロ・レンジ：ガスレンジ（都市ガス） 

●家電機器 
 

使用テレビ：新しい（2002～）15～26 インチ 2台 
使用冷蔵庫：新しい（2002～）200～400リットル 
使用エアコン：新しい（2002～） 
居間の照明：白熱灯、蛍光灯両方 

●建物規模 延べ面積：50坪／木造 2階建て  
 
 
 




